
三谷明史・高橋豪・山田真里帆・
中川英之・丹有紗

2009年から寺島学長のもとで始まった、

「課題解決型の共同研究」に立ち向かう
挑戦である。文献研究やフィールドワー
クによる共同研究を行い、多摩キャンパ
ス・湘南キャンパス・大学院・教員が各8
人程の４つのグループに分かれ、毎週土
曜日に1年間をかけ論文を作成する。

社会工学研究会

～多摩学2011～
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東京での仕事

限界を感じ、辞職

成功

大菩薩峠がヒット 名声獲得

当時は純文学作家が評価が高く
大衆小説家の介山は一流にはなれなかった

多摩地域へ移住



多摩でなにをしたか

帰郷

故郷
立地条件
自然

新しい活動

多摩 東京

～塾経営～

隣人塾 隣人道場 西隣村塾

多摩でなにをしたか自然

国内旅行

中国・アメ
リカ旅行

衆議院選
立候補

講演会

介山にとって塾とは成り上がるため
のツールだった

東京に憧れながらも、東京では成り上がれないと
感じた介山が成り上がるために選んだ場所

背景には…

東京から溢れた新中間層が居を構える
新興財閥の台頭で工場が多数建設される

など…

多摩 対抗 都心

周辺 中心

白洲次郎
(1902～1985)(1902 198 )

歴任

○終戦連絡中央事務局次長
○東北電力会長
○初代貿易庁長官

etc…

神戸一中卒業後、イギリスへ留学。
プリンシプルとカントリー・ジェントルマンの影響受ける。

イギリス留学

帰国

スノビズム
(スノッブ)

下層 上層

憧れ
真似

武相荘
正子との結婚

正子との結婚により、上層との付き合いが増え人脈広まる。

成り上がりのステップ

新中間層 上層

付き合う

フィクサー
(仲介者)

政治と関わり持ち始める

○GHQと日本政府の間に立ち、仲介者として活躍。プリンシプル生かし、真っ向からGHQと対立
○外資導入のため、加工貿易による経済復興を目指し商工省を改組し、通商産業省設立

○安定的な電力供給確保のため、東北電力会長になる

武相荘
(鶴川)

仲介者としての立場で上に上がろうとした。

カントリー・ジェントルマン
イギリス流ライフスタイルの確立

(武相荘)

東京との位置関係
(東京への利便性)

理想(カントリー・ジェントルマン)が実現しやすく、
東京への利便性が良く客観的な視点で俯瞰出来る場所。

２人に共通することは？

仲介者としての性質を持っている！

介山の事例 白洲の事例

・小説を通して大衆に思想
を伝えようとした

・塾など学びの場を提
供した

・終戦連絡事務局として尽力

・東北電力会長就任

・通商産業省の設立
・衆議院選立候補



・新規参入のしやすさ
・都心との距離感（立地）
・人的資源の確保が可能

成り上がり
新中間層の
社会的上昇

多摩地域

成り上がり思考をもった新中間層が
中心へ出ていくためのスプリングボード

都心から郊外へ徐々に拡大

教授(新中間層)の住居が郊外まで拡大

この流れを踏まえ、２人を考えると

不都合無く 人脈を更に拡大する場になり得た不都合無く、人脈を更に拡大する場になり得た

要因 新規参入に対する抵抗が弱い

東京との距離感

○東京への利便性
○周辺(郊外)の情報を中心(都市)へ持ち込みやすい距離

三浦展『郊外はこれからどうなる』中央公論新社
2011/12/10 P101より参考
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ご清聴
ありがとうございました！


